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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

農業先進企業プログラムとは、中国における長期的産業政策の一つであり、代表的企業の全要素

生産性（TFP）を上ることを目的に、2000 年より導入されてきた。本研究の目的は、この農業先進

企業プログラムに注目し、1998 年から 2013 年までの中国企業データベース（CIED）を用いて、中

国における代表的な農業食品加工企業を対象に、農業先進企業プログラムにおける技術革新への誘

因、所有の影響、TFP への効果について明らかにするものである。方法論としては、第一に Levinsohn 

& Petrin（2003）に従い、企業レベルの TFP を計算した。また、省による資本所有の有無がもたら

す TFP への影響を分析した。さらに、農業先進企業プログラムによる R＆D や過剰投資への影響も分

析した。 

本研究の重要な発見としては、第一に、省の資本所有が TFP に与える影響として、上位から 10％

および 25％のところに位置する農業食品加工企業においては、省による資本所有の割合が１％増加

すれば、それぞれ企業の TFP は 5.1%および７.2％減少した。しかし、省による資本所有は、中位ま

たは高い生産性の持つ企業の TFP には影響を与えなかった。 

第二に、農業先進企業プログラムは、省が資本を所有していない企業の TFP を増加させるが、省

が資本を所有している企業の TFP は増加させなかった。ただし、農業先進企業プログラムは、両方

の企業の R＆D 支出を増加させた。 

第三に、R＆D 支出と過剰投資が TFP に与える影響については、まず、R＆D の支出は全てのタイプ

の TFP を向上させ、特に省が資本を所有している企業においてはその影響は大きかった。次に、過

剰投資の場合は、投資後の 1 年目と 2 年目に大きな投資を行った場合には TFP を増加させるが、3

年目以降の大きな投資では TFP は減少し、その負の影響は年々増大した。 

以上から、本研究による政策的含意として、農業先進企業プログラムは、技術革新に向け、特に

省が資本を所有している農業食品加工企業に対して、革新への誘因メカニズムを創り出すべきある

こと、また、政府は、農業先進企業プログラムにおいて、省が資本を所有していない企業の割合を

適度に増加させることが望ましいと言える。 

このような分析結果より、本研究は、中国における農業先進企業プログラムにおける技術革新へ

の誘因、所有の影響、TFP への効果について明らかするものであり、今後の中国における農業食品

加工企業の展開に向け、重要な貢献が期待できる学術的価値の高い研究と言える。よって、本研究

は博士（農学）の学位に値すると認める。 


